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開口型血液脳関門ネットワークモデルの開発
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我々は、これまで報告してきた開口型毛細血管チューブネットワークの
作製方法を改良することで、底面開口型血液脳関門（BBB）チューブネッ
トワークを 24 ウェルインサート内部に作製した。インサート下部の培
地に蛍光標識デキストランを添加すると、入り口から内部のネットワー
クに拡散する様子が共焦点レーザー顕微鏡（CLSM）観察より確認された。
また、低分子量体（4.4 kDa）のデキストランを用いると一部透過する
様子が観察されたが、高分子量体（500 kDa）のデキストランではその
ような漏れは観察されなかった。つまり、分子量に依存して物質の透過
を制御できることが明らかになった。本開口型 BBB チューブネットワー
クは、RMT を評価可能な新しいヒト BBB モデルとして期待される。
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